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地域と大学
～実践がつくる大学の価値～

地域と大学
～実践がつくる大学の価値～

地方における大学の役割や、地域と関わる

ことで生まれる学びと学生の成長とは？

地域と大学の未来と可能性について、一緒

に考えてみませんか。

藻谷 浩介 氏（株式会社日本総合研究所 主席研究員）

もたに こうすけ

第4回以降のテーマや内容は、詳細が決まりましたら大学のホームページなどでお知らせします。

令和8年10月14日(水) 13：3０～16：00 （開場13:00）

酒田市公益研修センター 公益ホール

お申込み
お問合せ

主催：東北公益文科大学 後援：庄内開発協議会・東北公益文科大学後援会

申込みフォーム
10月9日（金）までに、申込みフォームからお申込みください。
〔お申込みURL〕 https://x.gd/N3Jlu

東北公益文科大学 法人企画課 TEL：0234-41-1119

参加費

無 料

山口県生まれの62歳。国内の全市町村と海外150ヶ国を自費で訪問し、地域特性を多面的に把握。地域振

興、経済活性化、人口問題などに関して、研究･著作･講演を行う。2012年より㈱日本総合研究所主席研究

員。著書にデフレの正体､里山資本主義 (共にKADOKAWA)など。近著に、誰も言わない 日本の「実力」

(毎日新聞出版)。2026年より熊本市中央区に自宅を建て､引き続き全国を行脚。

東北公益文科大学 神田 直弥 学長
同大学 呉 尚浩 教授 （庄内における海岸林保全・海ごみ対策・島づくりの実践報告）

同大学 小関 久恵 准教授 （酒田市日向地区における教育実践と学生活動報告）

藻谷 浩介 氏

〔パネリスト〕

同大学 武田 真理子 教授〔コーディネーター〕

基調講演 地域と大学～実践がつくる大学の価値～地域と大学～実践がつくる大学の価値～

パネルディスカッション 地域における実践とその成果、新たな可能性地域における実践とその成果、新たな可能性
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